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自分の力で泳ぐ
Yes, we can swim.



更に変化の激しい時代へ

Society1.0

(狩猟社会)

Society2.0

(農耕社会)

Society3.0

(工業社会)

Society4.0

(情報社会)

Society5.0
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＜社会の変遷＞

加速化

超スマート社会

サイバー空間とフィジカル
(現実)空間の融合

学校

国際化の

進展

技術革新の
進展

地球環境等
の変化
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ジャンプ
が必要

イノベーションは非連続的
に起こる

いかにすばらしい馬車が生産さ
れても，鉄道にはつながらない。

連続的変化

非連続的変化

時間(努力)

市
場
価
値

昭和 平成

令和

与えられた範囲で努力すれ
ば報われた

与えられた範囲で努力して
もあまり効果は上がらず

逓減変化右肩上がり

時代は大きく変わっています。



「変化を予測し学び続ける」
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人口知能(AI)

量子コンピュー
ター

グローバル化

地球温暖化

労働環境の激変

多極化
(地政学的リスク増)

社会の激変
高度化・複雑化
変化の速さ

・単純労働の
減少
・ギグワーカー
・テルワーク
・外国人労働者
・個人ベース
の組織等

「知性」(無形固
定資産)が資本

既存知識・技能の陳腐化
が早まる

環境変化への対応力と柔
軟性が必要
→新しい学びの実践継続

自ら学び，挑戦し続け
る姿勢がより重要に

新たな領域に挑戦する力
既存
学習
内容

終身雇用，
年功序列
等従来型
労働体制
の消滅

⇔ＩＯＴ

デジタル化

イノベーション
価値の創造

出所:日経新聞(2929.1.3)等を基に作成



2020年度教育目標(案)

自 学 共 生 健 康

・人の話をしっかり聞く
・自ら学習(予習，復習)に
取り組む，家庭でも進ん
で学習する
・教科書を読んで正しく
理解する
・読書(含む新聞)を進んで
行う
・松島のことをよく勉強し，
そのよさを知る
・好きなこと/わくわくする
ことを見つけてがんばる

・他者(個性，違い)を尊
重する(Respect)
・笑顔で挨拶する
・ありがとう，ごめんなさ
いを言う
・人にやさしく，丁寧な
言葉を使う
・公私の区別を理解し，
約束や決まりを守る
・協力して働く，お手伝
いを進んで行う

・早寝早起きをする。
・朝ご飯をしっかりとる。
・危険を予測して安全
な行動を選ぶ（自分
の命を大切にする）
・進んで外で遊ぶ
・ゲームやネットはルー
ルを守って行う
・勉強や運動，好きなこ
となどを最後までやり
遂げる(GRIT)

自主自学
言語力
郷土愛

規範意識
協調・協力
自律

健康管理
危険予測・事故回避
生命尊重

社会の一員としての自覚をもち，自ら学び，思いやりがあり，健康で人間性豊かな児童の育成
共通項: 「社会で必要なことの基礎・基本をしっかり身に付ける」→「学び続ける学校(児童，教職員等)」

脳と体を鍛える 5



皆様へのお願い

学校/教師

の情熱・や
る気

保護者の
関心・愛情

子供の

やる気・向
上心

子供の
成長
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子ども本人が少しでも賢くなりたい，上達したいという強い気持ちを持っていなけ
れば，どんなに良い授業やレッスンを受けても，効果は期待できないかもしれま
せん。学校や保護者の働きかけも必要ですが，「行動するのはあくまで自分」で
あることを，ご家庭でも，よろしくご指導お願いいたします。

「気をつけて」の魔法の言葉
安全・安心が学校教育活動の前提です。



興味/

楽しい

訓練/

練習

目標/

めあて

学ぶ喜び

やり通す，考え抜く力
(ある一定の忍耐力

が必要)

粘り強く学習
に取り組むた
めには？
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※3年生までに自ら学習する習慣を身に付け
ておくことが大切です。

最終的に他者から教わらなければ学べないのでは，将来困るのは子ども自身です。

勉強の仕方を
身に付けるこ
とも大切でね

すね



大人と子どもの考え方の相違

親: 「30分間勉強したら，ゲームしてもいいよ。」

・けじめある生活を
・集中力を身につけて

・約束・義務を果たす
子どもになってほし

い・・・

・30分立ったらゲーム
ができる。

・30分だけやればいい。

・よくわからなかったけ
れど，ままいいや。
ゲームしよう。

ゲームの時間から学習の時間に如何にシフトさせるかが課題

保護者の思惑 子どもの考え
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本校はコミュニティスクールとして活動しています

学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い，学校運営に意見を
反映させることで，一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地
域とともにある学校づくり」を進める法律に基づいた仕組みです。

キーワードは熟議，協働，マネジメント
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